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ナ シ の 摘 ら い
県北農林事務所農業振興普及部

ＪＡふくしま未来福島地区本部

１ 気象経過

（１）経過（アメダス福島）

（２）１か月予報（３月20 日から４月19 日）３月18 日仙台管区気象台発表抜粋

【特に注意を要する事項】期間の前半は気温がかなり高くなる見込み。

東北太平洋側では、天気は数日の周期で変わり、平年と同様に晴れの日が多い見込み。

向こう１か月の平均気温は、高い確率 70％。週別の気温は、１週目（3/20～3/26）が高い確率 80％、２週目（3/27

～4/2）が高い確率70％、３～４週目（4/3～4/16）が高い確率40％。

２ 生育状況および開花予測

（１） 生育状況 【発芽から展葉】                                 

場 所 品 種 発  芽 展  葉

本 年 平 年 昨 年 本 年 平 年 昨 年

果樹研究所 幸 水

豊 水

３月２４日

３月２０日

４月 1日

３月３０日

３月２３日

３月２２日

未

未

４月１５日

４月１１日

４月 ７日

４月 ４日

野 田 幸 水

豊 水

３月２４日

３月２１日

４月 ２日

３月３１日

３月２６日

３月２４日

未

未

４月１７日

４月１２日

４月１２日

４月 ９日

（２）開花予測

開花予測日 ［3 月22 日現在］ 果樹研究所

場 所      品 種 開花始め 今後の気温経過と開花予測日

昨年 平年 平年並 ２℃高い ２℃低い

果樹研究所 幸  水 ４月１６日 ４月２１日 ４月２１日 ４月１６日 ４月２６日

                           

*今後の気温の推移により大きく変動することがあるので注意する。

○発芽～開花始めまで平年は約２０日間、○発芽～満開まで平年は約２４日間

（３）本年の生育の特徴

２月以降の気温が高く推移しているため開花が大幅に前進する見込みです。発芽１週間後およ

び開花直前防除を遅れないように実施しましょう。また、この時期の生育は気温の影響が大きいた

め、今後の気温の推移によって変動幅は拡大するので注意しましょう。

本年値 平年値 平年差 本年値 平年値 平年差 本年値 平年値 平年差 本年値 平年値 平年比(%) 本年値 平年値 平年比(%)

1.2 1.6 -0.4 5.1 5.5 -0.4 -2.1 -1.8 -0.3 24.5 49.4 50 108.6 132.0 82
4.0 2.2 1.8 9.6 6.5 3.1 -0.6 -1.5 0.9 59.5 44.3 134 159.2 142.3 112

1 8.2 3.5 4.7 14.8 8.2 6.6 0.7 -0.4 1.1 2.5 9.6 26 34.6 26.6 130
2 5.6 4.1 1.5 12.6 9.0 3.6 0.6 -0.1 0.7 0.0 10.5 0 42.2 27.7 152
3 8.5 4.9 3.6 13.8 10.0 3.8 3.9 0.4 3.5 30.5 11.7 261 19.5 28.6 68

3

月 半旬
平均気温（℃） 最高気温（℃） 最低気温（℃） 降水量（mm） 日照時間（hrs）

1月計・平均

2月計・平均

発芽は「幸水」で平年より９日早く、

「豊水」で１０日早い（果樹研究所）

開花始めは、今後の気温が２℃高く経過した場合、「幸水」で平年より５日早い見込み



３ 着果管理

（１）摘らい

昨年の低日照・多雨の影響もあり、園地により発芽のバラツキが見られま

す。摘らいを行うことで貯蔵養分の効率的な分配により、春先から枝が伸び、

葉の枚数も多く樹勢が良くなって、大玉で高品質な果実生産につながります。

（２）時期と方法

最も適した時期は、発芽してから１０～１２日頃（平年）になります。蕾の上部

を指で軽く押さえ花の軸を折ってやります。このとき、葉芽まで折らないように

気をつけてください。

（３） 摘花

摘蕾できなかった場合や取り残しがあった場合に、余分な花を摘み取りま

す。

（４） 摘らいの必要性

（５）摘らいを行う部分

①主枝・亜主枝の先端部 ②側枝先端の２芽 ③予備枝 ④主枝・亜主枝上の花芽

⑤複数の花芽を持つ短果枝 ⑥下向きの貧弱な果そう ⑦子持ち花の小花

４ 芽かき

福島県果樹研究所における発芽・開花期
幸　水 平年値 Ｈ１４ Ｈ３０ Ｈ２８ Ｈ１６ Ｒ２ Ｈ０１ Ｈ０２ Ｈ１３ Ｈ２７ Ｈ１０ Ｈ２１ Ｒ１ Ｈ２５ Ｈ０３ Ｈ０６

発　芽 4/2 3/24 3/28 3/28 3/29 3/23 3/24 3/29 4/5 3/29 3/31 4/2 3/25 3/29 4/6 4/6

開花始 4/21 4/11 4/11 4/13 4/16 4/16 4/17 4/17 4/17 4/17 4/18 4/18 4/18 4/19 4/20 4/20

満　開 4/26 4/16 4/16 4/19 4/20 4/22 4/19 4/23 4/23 4/22 4/21 4/24 4/22 4/27 4/24 4/23

写真１  摘らいの適期

貯蔵用分の浪費を抑えるととも

に、不要な芽（下芽など）を整理し

ましょう。



５ 防霜対策

① 防霜資材を利用した燃焼法による対策。点

火は安全限界温度より１℃高い温度で行い

ます。

② 草を短く刈り込みます。（地温を上げるため）

③ 空気や土壌が乾燥している場合にはかん水します。（乾燥していると気温が低下しやすい）

５ 病害虫防除

果樹の霜・低温による被害軽減に天然糖類のトレハロース入り

〇アイスバリヤ ○R
【保証成分 リン酸：1.5%、カリ：1.0%、マグネシウム：1.5%】

１．トレハロース（天然糖類）の効果

  ○冷凍耐性向上 ○鮮度保持 ○変色抑制 ○水分量調整

２．使用方法  果樹全般に使用可（農薬と混用可。散布量は農薬散布量に準ずる）

３．使用時期  霜、低温が予想される前（芽出し１０日後から使用可）

４．使用回数  １～３回

５．使用倍数  ３３３倍（１０００ℓに３本）

６．参考価格  ２，５４１円（税込）

★ 開花しても受粉に影響はありません。乾燥時にはアイスバリアの効果で保水力がアップするので受粉効果は

高まります。

★ 効果の期間は７日間が目安です。降雨があれば効果は半分程度になりますのでご注意ください。

５ 受粉上の留意点

ナシ花の受精能力が高い時期は、開花後３日までです。ひとつの花に対し１回よりも２回受粉すると、幼果の

肥大が良くなります。花粉の発芽伸長適温（18～30℃）であれば、受粉後３時間以降ににわか雨があっても受精

にはほぼ影響がありません。天気が悪い時（気温が低い、風が強いなど）や例年結実の悪い場所などは、丁寧

に受粉を行いましょう

－2.9 －2.5 －1.8 －1.8 －1.3 －1.3

本年は、生育が進んでおり、凍霜害の発生が

心配されます。

園地の状況を確認し、結実確保に向けて防霜

対策を徹底するとともに、結実確保（人工受粉

など）に努めましょう。



６ 黒星病対策

黒星病の胞子飛散は３月２９日現在確認されていません。（昨年は３月１７日に確認しました（果樹

研）。開花期前後の薬剤散布を徹底し、初期の発病を抑えましょう。また、４月下旬には黒星病の花そう

基部病斑（中、長果枝の花芽にりん片が脱落しないで付着）

が判別しやすくなるので、丁寧に除去しましょう。

〔昨年度（R2）の胞子飛散期間〕

  3 月17 日～5 月下旬まで（果樹研究所調査）

なし黒星病の生活環と防除対策

葉、葉柄、果実に感染
（一次伝染、二次伝染）

芽基部病斑

発病葉
（秋型病斑）

休眠芽（感染した
りん片）で越冬

落葉で越冬被害落葉

芽基部病斑は４～５月に発

生

病原菌の生育適温は２０℃

葉：約１４～３０日

果実：約２５～３０日で発病

・発生部位の除去
・薬剤散布

・芽基部病斑のせん除
・発芽前～重要防除時期の薬剤散布

落葉処理による
耕種的防除の徹底

・発病葉（秋型病斑）の発生状況の確認
・秋期防除の徹底


